金銭事故防止のため、基本対策の徹底を！

過去の管内の処分事例から



	被処分者
	処分内容
	事案の概要

	高等学校
事務主任
	懲戒免職
	平成25年４月から平成27年１月までの間、自校の複数の私費会計から、総額1,189万4,703円を不正に払い戻しし、そのうち919万3,503円を横領した。　　　　　　　　【管理監督者：戒告（校長）】

	高等学校
教　　頭
	戒　　告
	上記の金銭事故にかかわり、学校徴収金取扱要領に規定する支出の確認者として、支出の都度及び年度末の監査において支出内容を確認しなければならなかったが、支出関係書類と通帳を照合しなかった。

	高等学校
事 務 長
	戒　　告
	上記の金銭事故にかかわり、学校徴収金取扱要領に規定する自主点検において支出関係書類・経理簿・通帳を点検しなければならなかったが、支出関係書類と通帳を照合しなかった。


管理職としての職務を怠っている。金銭事故の防止は、管理職の仕事です！

　　　
　　　
相互牽制・内部牽制

事務処理を
一人任せにしない。
口　座　管　理

口座に預託し、
現金を手元に置かない。
部内検査・決算報告

会計ごとに決算、
部内検査をする。
金銭事故防止の基本対策









[bookmark: _GoBack]いくつの私費会計があるか把握しているか？
複数の会計担当者を置いているか？
決算・部内検査を実施しているか？
通帳原本と支出関係書類等を照合しているか？
学校で定めた会計事務処理要領を守っているか？
今すぐチェックしよう！

未対応が一つでもある場合は、今すぐに対応しよう！







金銭事故根絶のための３つの心得
◎複数の目での確認や口座の記録により、金銭処理を透明化しよう！
◎通帳、支出関係書類等を必ず原本で照合しよう！
◎不正が「できない」、「必ず露見する」環境を作ろう！


